
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立馬宮東小学校 ）     学校番号 ０５９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 学校の伝統と地域の実態を踏まえ、「人に学び、社会に学び、自然に学ぶ」魅力ある学校        

          

重 点 目 標 

１ 教育のDXで実現させる学びの自律と個別最適化そして探究化 
２ 一人ひとりの多様な幸せ（Well-being）を実現する未来の教育の実現 
３ 創立１５０周年記念事業に向けた取組等を、コミュニティ・スクールを通して推進 
４ 子どもの可能性を最大限に伸ばす教職員の資質向上研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月８日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 

○昨年度の全国学力・学習状況調査では、これま

でと比べ、国語・算数・理科ともにやや改善が

見られた。市の学習状況調査では、市平均を下

回っているものが多い。 

○日々の学習の様子を見ると、配慮や支援が必要

な児童が多い。 

＜課題＞ 

○市の学習状況調査の結果分析から、国語・算数

では基礎的・基本的な内容の定着、また問題の

意図を読み取る力をつけることが必要である。 

○児童一人ひとりが主体的に学び、また ICT の効

果的な活用をした授業実践については学校全体

で取り組む必要がある。 

・基礎学力の確

実な定着 

・1 人 1 台端末

を効果的に活

用した授業の

日常的な実践 

 

 

①全国学力・学習状況調査や市の学習状

況調査の結果から、基礎学力の定

着、読解力の向上を課題とし、日々

の授業改善に繋げる。 

②「これまでの授業」と「１人１台端末

を効果的に活用した授業」のベスト

ミックスを図り学びの自律、個別最

適化を実現する。 

①全国学調・市学調の結果を分析し、各

学年等で身に付けさせたい力を明確に

できたか。学校評価職員アンケートに

おいて、学力、授業改善の項目で肯定

的な回答８５％以上になったか。 

②学校評価アンケートにおいて、肯定的

回答８５％以上となったか。 

①今年度の全国学調の結果を分析し、読解力や情報

活用力にやや課題が見られる。全ての学力のもと

になる基礎学力の定着も必要であった。学校評価

職員アンケート肯定的回答８５％以上 

②学校評価保護者アンケートでは、肯定的回答８

５％ではあったが、ＩＣＴを効果的に活用した授

業の実施については、職員アンケートで７５％に

とどまり、職員によっての差や十分活用までに至

っていない。 

Ｂ 

①②学習規律の確立、基礎学力の定

着、付けたい力を明確にした授業の

実施し、併せて学校課題研修におい

てＩＣＴを活用した学びの推進して

いく。（「学びのポイントを生かし

た」授業改善） 

 

・学習規律や基礎学力の定着は

繰り返し取り組むことで身に

付くものであり、今後も継続

していって欲しい。 

・馬宮東小の地域人材を生か

し、子どもたちにも知っても

らう機会にし、学びを充実さ

せて欲しい。 

・馬宮東小独自

の「ＳＴＥＡ

ＭＳ ＴＩＭ

Ｅ」の実施 

 

 

①馬宮東小独自の「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩ

ＭＥ」で地域の人・社会・自然に学ぶ

ことを通して、探究的な学びを実践す

る。実施後は、次年度に向け、指導計

画の見直し、充実を図る。 

①馬宮東小独自の「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩ

ＭＥ」で地域の人・社会・自然に学ぶ

ことを通して、探究的な学びを実施し

後、次年度に向け、指導計画の見直し

を２月中に修正・改善できたか。 

 

①「STEAMS TIME」は今年度実施の反省をも

とに３月中に次年度指導計画を完成させ

る。また、地域とのかかわりをより充実で

きるようにし、新たな学習内容・活動を計

画する。 

Ｂ 

①地域の人・社会・自然に学ぶことを

重点項目にし、他教科等での教育活

動の更なる充実を図っていく。 
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＜現状＞ 

○不登校傾向や医療的ケアを必要とする児童、配

慮や支援を必要する児童等がおり、それぞれに

合わせた対応が必要である。 

○人間関係の構築に不安を感じたり、様々な環境

へ対応することが難しかったりする児童が増え

ている。 

＜課題＞ 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、適切な

支援を組織的、計画的に行える体制を充実す

る。 

○すべての児童にとって馬宮東小学校が居場所と

なる。 

・児童一人ひと

りの多様な幸

せのためのき

め細やかな支

援・相談体制

の充実 

 

①月に１度の生徒指導委員会において児

童の様子を全職員で共有を図り、組

織的、継続的な対応、きめ細やかな

支援をする。 

②担任や担当からの情報が管理職に報告

しやすい仕組みを作り、見届けを確

実に行う。 

①月に１度の生徒指導委員会に児童の情

報共有、組織的、継続的な対応、き

め細やかな支援体制づくりができた

か。学校評価アンケート肯定的回答

８５％以上となったか。 

②学校評価アンケートにおいて、肯定的

回答８５％以上となったか。 

①月１回の生徒指導委員会や随時校内委員会

を通して児童の実態把握、情報共有、組織

的、きめ細やかな支援体制づくりができ

た。学校評価保護者アンケート肯定的回答

８８％ 

②管理職への報告、情報共有は随時であり、

今後も継続、確実な対応、見届けをする。 

 学校評価職員アンケート 肯定的回答８

５％ 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

①児童の抱える問題に多様化が見ら

れ、教職員が研修等で対応策を学ん

だり、組織的な対応・体制を見直し

したりしていく。 

②管理職への迅速な報告、情報共有、

見届けを学年主任や分掌主任などに

随時行う。また必要に応じて、関係

職員との連携を行っていく。  

・「魅力ある学校づくり」を子

ども目線で考え、子どもの主

体性・自主性を育てていくこ

とが必要ではないか。 

・縦割活動、チャレンジスクー

ルや通学班など異学年の関わ

りから人間関係の構築などを

学んでいくことは、子どもた

ちにとってもよい経験にな

る。 

・学校生活や人

間関係に不安

を抱える児童

への学校での

居場所づくり 

 

①不登校傾向や人間関係に不安を抱える

等の児童に対して、思いに寄り添

い、居場所づくりの体制を整え、安

心して学校に通えるようにする。 

①不登校傾向や人間関係に不安を抱える

等の児童に対して、思いに寄り添

い、居場所づくりの体制を整え、昨

年度より不登校や不登校傾向の児童

を減らすことができたか。 

①児童一人ひとりの思いに寄り添い、問題を

解決するように取り組み、また居場所づく

りを行った。一方で、不登校傾向の児童は

昨年度より増加している。 

 （６人→１２人） 

 

 

Ｂ 

①Sola ルームを開設し、保護者に学校

だよりや懇談会などで周知する。ま

た、児童や保護者の思いを定期的に

聞くなどし、多様な思いに応えられ

る体制をつくっていく。 
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＜現状＞ 

○今年度創立１５０周年を迎え、記念事業を学

校・家庭・地域が協働して取り組んでいる。 

○１５０周年記念委員会の児童が中心となって、

スローガンやキャラクターの応募や選定など行

っている。 

＜課題＞ 

○コミュニティ・スクール体制を具体化、明確化

し、学校運営協議会を通して、SSN 連絡協議会

等への連携・強化を図る。 

○学校・家庭・地域での取組として「読書に親し

む活動」を推進してきたが、習慣付けまでには

至っていない。新たな策が必要である。 

・１５０周年記

念事業に向け

て、学校、家

庭、地域が協

働し、児童の

笑顔や学校へ

の思いの創出 

 

①学校・家庭・地域が連携・協力して 

１５０周年記念事業を創出し、コミュ

ニティ・スクール体制を具現化する。 

②児童主体の１５０周年記念委員会を立

ち上げ、様々な取組に参画しエイジェ

ンシーを育む。 

①学校・家庭・地域が連携・協力して 

１５０周年記念事業を実施することが

できたか。 

②児童主体の１５０周年記念委員会や祝

う会を実施後、振り返りから学校への

思いを児童一人ひとりが深めることが

できたか。 

①学校・家庭・地域で連携・協力して１５０

周年記念事業を実施することができた。子ど

もたちが馬宮東小の児童であることに誇りが

もてたのではないかと感じた。 

②１５０周年委員会や各学年の児童が中心と

なって祝う会を実施した。振り返りでも、そ

れぞれの学年のよいところや達成感を感じる

言葉が多く見られた。 

Ａ 

①② 

行事や日々の学校生活の中で目標をも 

ち、達成するために努力する大切さ 

等、学級、学年、学校全体で次年度以 

降も継続して取り組み、児童の自己肯 

定感を高めていく。 

 

・記念式典での講演者と児童と

のやり取りが微笑ましく、日

頃から担任と子どもたちとの

やり取りが想像でき、子ども

たちが育っているのではない

か。 

・地域で出会うと気持ちのよい

あいさつやお礼などが言える

子どもが多いように感じる。

「やさしい」心が育ってきて

いるのではないか。 

・「読書に親し

む活動」の一

層の推進 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

協働体制の構

築 

①「読書に親しむ活動」の取組や成果を

計画的、継続的に周知し、読書環境の

充実を図る。 

②学校運営協議会の取組や成果について

SSN や学校 Web ページ等で共有・周知

し、協働体制を構築する。 

①「読書に親しむ活動」の取組や成果を

計画的、継続的に周知し、読書環境の

充実を図り、学校評価アンケートで昨

年度より肯定的回答５％増 

②学校運営協議会の取組や成果について

SSN や学校 Web ページ等で共有・周知

し、重点項目についての学校評価アン

ケート肯定的回答８５％以上になった

か。 

①図書委員会主催のキャンペーンを学期１

回、チャレンジカードでの家庭での読書の

推進を行ったが、児童自身の読書量に変化

は少なかった。学校評価児童アンケート 0.3

減 

②学校運営協議会の取組についてその都度学

校だよりで周知を図ることができた。学校

評価保護者アンケート肯定的回答９１％以

上 

Ｂ 

①読書への取組は年間を通して、継続

して、実施することが必要であり、

「読書カード」や「チャレンジカー

ド」で読書の記録、時間の確保を推

進していく。 

②学校運営協議会の重点項目の取組の

周知方法や連携体制を構築してい

く。 
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＜現状＞ 

○ＩＣＴを活用により業務改善は少しずつ進んで

いる。一方、ＩＣＴ活用の経験が少ない教員か

らは不安の声もある。 

○年度当初は授業準備、児童・保護者対応等で業

務過多の状況が見られる。 

 

＜課題＞ 

○授業でのＩＣＴの効果的活用について、定期的

な校内研修を実施し、教職員の資質向上を図る

ことが必要である。 

○業務のスリム化、分掌内の連携等、随時見直す

とともに、教職員が安心して業務に取り組める

環境づくりが必要である。 

・学校職員一人

ひとり、また

組織としての

力を発揮し、

馬宮東小学校

の誰もが居心

地のよい、働

きがいのある

学校 

 

 

 

 

 

①年間を通してＩＣＴの効果的な活用に

ついての研修計画を立て、エバンジェ

リスト中心に実施する。また、学校課

題研修については、児童の実態、教員

の願いを踏まえて学校としての方向性

を定める。 

②人事評価制度を活用し、全ての教職員

の資質向上や授業改善に繋がる研修に

ついて、目標設定、振り返りを行う。 

③業務の精選や各行事の反省をもとに、

適宜業務の見直しを図り、教職員の負

担軽減、時間外勤務時間の削減に繋げ

る。 

①年間を通してＩＣＴの効果的な活用に

ついての研修計画をもと、エバンジェ

リスト中心に定期的に実施できたか。

学校課題研修について、研修内容、方

向性を２学期中に明らかにできたか。 

②人事評価制度を活用し、全ての教職員

の資質向上や授業改善等について、振

り返りシートを生かすことができた

か。 

③業務の精選や見直しを図るなどし、学

校評価職員アンケート肯定的回答８

５％以上、職員の時間外勤務時間昨年

度より５％減ができたか。 

①年間を通してＩＣＴの活用についての研修計画を

立て、予定通り実施した。今年度の学校課題研修

については、昨年度の研究をベースに各学年１回

の研究授業、ブロック学年での研究協議会、Teams

での情報共有を行えた。 

②人事評価中間面談を今年度実施し、研修や働き方

など教職員とコミュニケーションを図り、それぞ

れの思いや願いを知り、指導・助言に生かすこと

ができた。 

③業務改善案を職員に提示し、教務の精選、働き方

への意識に繋げることができた。一方、時間外勤

務時間については、１１月期で昨年度と比べると

１％減にとどまった。 

Ａ 

①次年度新たな学校課題研修を活用

し、授業改善、資質向上、ＩＣＴ活

用力の向上に取り組んでいく。 

②人事評価制度とともに、日頃より教

職員との良好な人間関係を構築し、

資質向上、働き害のある職場環境づ

くりを行っていく。 

③業務の精選、働き方改革を次年度以

降も進め、教職員の負担感の軽減、

働きやすい職場環境づくりに努め

る。 

 

・ＩＣＴ活用の点では、学校

Web ページに日々児童の様子

を載せると保護者も関心をも

ち、見るのではないかと思う

ので、体制づくりを行って欲

しい。 

・先生方の持続可能な働き方を

推進して欲しい。 

 


